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 道徳「みんなちがっていいんだよ！」 
  

 

 「みんなちがっていいんだよ」というテーマの元、通級学級を担当

されている  先生による道徳の授業が行われました。 

 

 人によって、いろいろな違いがある。例えば好み。 

 あるいは同じものを見ても、見え方が変わることもある。 

 

 

 

 

 

 

やっぱり人にはいろいろなちがいがあることがわかるよね。 

そして、そんな違いの中で「目に見えにくい不便」を持った人がいる、ということについても考

えてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

例えば、文字の見え方がこんなような人が国語の授業で上手に音読ができなかったとき、「ちゃ

んと読みなさい！」って注意することが正しいことだと思いますか？ 

 

なんでしっかりやってくれないのかな？ 

と他人に思うとき、自分の「当たり前」だけ 

で考えるだけじゃなく、相手の「当たり前」 

が何かを考えてみると、相手のことをもっと 

理解できるかもしれない。 

 

 

   

目に見えにくい不便に対して、私たちはどうしたらいいんだろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの学び 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これから人とかかわるときの

考え方の参考にしてほしい

な。 

「みんなちがっていいんだよ」 
 

もしかしたら、小学生の時から、何度も聞いた言葉かもしれない。 

人にはそれぞれちがいがある。それは、今日の授業でもよくわかったよね。 

言葉は知っていても、そのちがいを認めるのは、なかなか難しいことです。 

例えば鬼滅の刃が好きな人と呪術廻戦が好きな人が、クラスに 20 人ずついたら、自分が好きなも

のがどっちかって、言いやすい。 

でも、クラスの３９人が鬼滅の刃が好きで、１人だけ呪術廻戦が好きだったら…どう？ 

「こっちが好きなのが当たり前やん！」って言われちゃいそう。 

人とのちがいを考えるとき、多数派（マジョリティ）が勝ってしまって、少数派（マイノリティ）に目を向

けられなくなってしまうことがよくあります。 

「みんなちがっていいんだよ」多数派にいるときに、少数派に目を向けてこの言葉がいえるかな？ 

困ったときに「助けてください」と言うのは恥ずかしいことじゃない。隠したりごまかしたりする方がし

んどいことだよ、という先生の言葉が授業の中でありました。 

誰もが安心できるクラスや学年を作っていくために、今日の学びを活かしてほしい。 

あなたには何ができる？ みんなの力に期待しています。 

ひとりひとり 顔がちがっているように、

ひとりにひとつずつ 自分だけのやり方が

ある。きみにはきみの すばらしさがある。 


